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◆目 的◆ 小学生を対象とした理科教室を実施。実験や工作を通じ、発見する喜びや考える力を育む。 

 

◆会 場◆ 第１集会室、第２集会室 

 

◆講 師◆ 科学読物研究会 坂口 美佳子 氏 

       

◆プログラム及び受講者◆ 

実施日時 タイトル 対  象 受講者／定員 

８月９日（水） 

午前１０時～正午 「結晶って○○でしょう～結晶をそだ

てよう」 

小学３～６年生 ４４人／４０人 

８月９日（水） 

午後２時～４時 
小学１・２年生 ３４人／４０人 

 

◆まとめ◆ 

サイエンスキッズは毎年夏休みに実施しており、子どもたちの自由研究などの助けとなっている

講座である。講座では、鉱石についての説明の後に、いろいろな結晶を見たり、雲母を壊し原子の

並びに沿ってきれいに割れることを確かめたりした。氷砂糖の結晶をスケッチした後に、１週間で

カラフルな結晶が育つセットを作成し観察用に持ち帰ってもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

サ イ エ ン ス キ ッ ズ 

 

サイエンスキッズ 
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◆目 的◆ 小学生とその親を対象とし、プラネタリウムや天体望遠鏡を使用した天体学習を行い、宇

宙や星空に対する参加者の関心を深める。普段は味わえない学びを親子で共有することで、

参加者の心を豊かにし、充実した日々の生活を送る基礎とする。 

 

◆会 場◆ プラネタリウム・３Ｆロビー 

 

◆講 師◆ 元朝霞第一中学校教諭 戸鹿野 宏道 氏、朝霞第四中学校教諭 大澤 一之 氏 

 

◆対象／定員◆ 小学生とその保護者／１５組３０人 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

実施日時 タイトル 受講者 

１１月２３日（木） 

午後６時～８時 
木星や土星、月を観察してみよう １８組３６人 

 

◆まとめ◆ 

当日は好天で雲にさえぎられることなく、風もほとんどないコンディションの中で、天体望遠鏡で

木星、土星、月がきれいに観測でき感動の声が聞こえた。 

講師の戸鹿野先生の月と惑星の講義の説明は大変わかりやすく、また、大澤先生による星座早見盤

とプラネタリウムによる秋の星座についてもわかりやすい解説をしていただき、こども達は天体を身

近に感じることができた。天体望遠鏡による観測に対する期待と喜びが読み取れ、講師の話しも好評

をいただき、講座全体として楽しんでいただけた。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こ ど も 天 体 教 室 

 

こども天体教室 
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◆目 的◆ 健康づくりに対する意識が高まる中、健康づくりに関する身近なテーマを学習する。 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 保育／定員 

１ 

１０月１１日（水） 

午前１０時～ 

１１時３０分 

サボり筋トレーニングで全身ケア 

／関節トレーニング認定インストラ

クター 小澤 美智子 氏 

１２人 

  ／１２人 
― 

２ 

２月７日（水） 

午前１０時～ 

１１時３０分 

無理なく楽しく筋力アップ 

／柔道整復師 内田 大輝 氏 

３８人 

 ／３０人 
― 

 

◆まとめ◆  

１回目は関節トレーニング認定インストラクターの小澤美智子先生を講師にお招きし、肩や腰、首

筋などのコリや痛みの原因となっている「サボり筋」を動かして改善する「サボり筋トレーニング」

を実践した。 

普段あまり動かさない筋肉や体の部位に意識が行くよう丁寧に指導していただき、参加者のみなさ

んもそのことを実感できていた。 

  ２回目は柔道整復師の内田大輝先生をお招きし、日常生活の中で体に負担なく無理なく筋力を向

上させるような体操やストレッチの実践方法を学んだ。参加者からは「無理がなくできる体操なので、

継続でき運動不足解消になる」といった意見があった。 

 

   
 

                 
 

 

さ わ や か 健 康 教 室 

第１回 サボり筋トレーニングで全身ケア 
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第２回 無理なく楽しく筋力アップ 
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◆目 的◆ 重要無形文化財である日本の代表的な古典芸能を学ぶ。 

室町時代に成立した「能」は、６００年を超える歴史の中で、その時代ごとの人々とどの

ようにかかわり続けてきたのかを考察し、現代人にあまりなじみのない「能」を基礎知識と

体験・稽古で学習する。体験では、複式呼吸を取り入れた独読な発声などの身体技法を実践

し舞の稽古をすることで、伝統芸能である「能」を身近なものにする。全４回の講座の最終

回に「能」の稽古の成果を発表する。 

 

◆タイトル◆ 「能ってなあに？！～新春に高砂を謡ってみよう♪舞ってみよう☆」 

 

◆対象／定員◆ 市民／３０人 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者 保育／定員 

１ 
１２月５日（火） 

午後２時～４時 

開講式 

 ／朝霞市教育委員会教育長 

二見 隆久(代読） １８人 ― 

能／宝生流職分能楽師 小林 晋也 氏 

２ 
１２月１２日（火） 

午後２時～４時 
能／宝生流職分能楽師 小林 晋也 氏 １６人 ― 

３ 
１２月１９日（火） 

午後２時～４時 
能／宝生流職分能楽師 小林 晋也 氏 １５人  

４ 
１月９日（火） 

午後２時～４時 

能／宝生流職分能楽師 小林 晋也 氏 

１４人 ― 閉講式（修了証授与） 

／朝霞市教育委員会教育長 

        二見 隆久 

 

◆まとめ◆  

 

受講者は、先生の話を時折質問をしながら聴講。体験・稽古では、スマホの録画機能を使い一生

懸命に仕舞や謡を習得し何度も稽古をしていた。 

最終回の発表会では、緊張しながらも無事に発表を終えて充実感を得られていた。 

アンケートによる講座満足度においては、８割以上の方が「とても満足」、または「満足」と回答

しており、満足度が高い講座となった。また、発表をするならもっと稽古をしたかったなど意欲的

な回答が複数あった。例年、すべての回を受講した方に修了証書を発行しているが、今年度は全４

回のうち３回以上出席で、なおかつ発表会に出席した方にお渡しした。 

 

 

 

 

 

 

 

悠 ゆ う 大 学 
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悠ゆう大学 
 

 

   

 
「能ってなあに？！～新春に高砂を謡ってみよう♪舞ってみよう☆」 
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◆目 的◆ 成人を対象に、講義を通じて学ぶことの大切さや楽しさを確認するとともに、参加者の交

流を支援する。 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 保育／定員 

１ 
３月５日（火） 

午後２時～４時 

筆ペンで自分の名前を書いてみませんか 

／社会教育指導員 勝良 ひとみ 氏 

２４人 

 ／２０人 
- 

 

◆まとめ◆  

  御祝儀袋などに筆ペンで自分の名前をサラッと書けるようになることを目指して開講。参加者は

講師の指導を受けながら集中して取り組み、アンケート結果では「２時間があっという間だっ

た」、「楽しかった」という声が多く好評だった。 

   申込が定員の約３倍あり、講座への関心が高いことが伺えるため、次年度以降も定期的に開催

できればと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成 人 教 養 講 座 

筆ペンで自分の名前を書いてみませんか 
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◆目  的◆ 人権に対する正しい理解と認識を深め、生活の中にある人権問題への意識を高める。 

 ◆実施日時◆ ２月１８日(金) 午後２時～３時３０分 

 

◆タイトル◆ 「白井崇陽トーク＆ライブ～朝霞市公民館人権教育講座～」 

 

◆会  場◆ ３階ホール 

 

◆講  師◆ バイオリニスト 白井 崇陽 氏 

 

◆対  象◆ どなたでも 

 

◆定  員◆ １００人 

 

◆受講者数◆ １２０人 

 

◆まとめ◆  

今年度の人権教育講座は、従前の公民館人権講座にはなかった音楽演奏を取り入れたスタイルで企

画した。講師には盲目のバイオリニスト白井崇陽さんをお迎し、バイオリン演奏と歌、御自身の様々

なエピソードを交えたお話をしていただいた。手話パフォーマンスを交えた演奏や軽快なトークによ

り、一般的には硬い話となりがちな人権教育を意識することなく障害や障害のある人を理解するきっ

かけづくりができたものと思われる。 

  今年度も公民館６館合同による講座を３階ホールで実施した。アンケート集計結果では、講座内容

の満足度について、回答した８２人中７９人の方が「とても満足」「満足」と回答しており、講座満

足度は非常に高かった。 

なお、今年度は講座と並行して、空調設備工事中の東朝霞公民館を除く公民館５館で、２月１０日

（土）～２４日（土）までの間、「共生社会を目指して」と題して、主に視覚障害に関する理解を促進

するためのパネル展を実施した。 

 

  
 

   

人 権 教 育 講 座 
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◆目 的◆ 毎週日曜日、季節に応じたプラネタリウム番組を投映し、天文への関心を高める。 

 

◆対象／定員◆ どなたでも／各回９０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和５年度観覧者   ３，００４人 

            内訳：子ども  １，３３１人 

大 人  １，６７３人 

 

◆プログラム及び観覧者◆ 

回 実施期間 タイトル 観覧者数 

１ 

【前年度継続】 

令和５年３月１５日（日） 

～５月２８日（日） 

春番組 

「星占いの星座たち」 

    ４８５人 

子ども ２１６人 

大人  ２６９人 

（令和５年度分） 

２ 
６月４日（日） 

～８月２７日（日） 

夏番組 

「Ｌｅｔ’ｓ Ｇｏ☆ナナと一緒に大冒

険！   ～星空の先の世界へ～」 

 ８５６人 

子ども ３７５人 

大人  ４８１人 

３ 
９月３日（日） 

～１１月２６日（日） 

秋番組 

「引越しするならどこの星？ 

    ～秋の星空と太陽系を巡る～」 

 ７６６人 

子ども ３５５人 

大人  ４１１人 

４ 
１２月３日（日） 

～令和６年３月３日（日） 

冬番組  

「地球発見！ 

    ～大地の謎にいどめ！～」 

６５５人 

子ども ２９０人 

大人  ３７５人 

５ 

令和６年３月１０日（日） 

～５月２６日（日） 

【次年度継続】 

春番組 

「発進！タムタム号 

    ～宙
ひろし

と美星
み ほ

の宇宙探検」 

    ２３２人 

子ども  ９５人 

大人  １３７人 

（令和５年度分） 

 

◆まとめ◆  

新型コロナウイルスが感染症法上の５類感染症となり様々な制限が緩和されたため、プラネタリ

ウムについては、前年度に実施した定員制限と投映回数の制限を撤廃し、コロナ禍前の定員９０

人、投映回数１日３回（午前１１時、午後１時３０分、午後３時）に戻して実施した。例年、季節

ごとに番組を切替えて投映している。楽しく観覧していただけるように番組を投映する前に季節の

星座などの説明を行っており、好評である。 

 

    
      

プラネタリウム一般投映 

【春番組】 【夏番組】 【秋番組】 【冬番組】 
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◆目 的◆ 幼稚園や保育園などの団体からの依頼により投映と解説を行い、天文への関心を高める

とともに、プラネタリウムの活用を図る。（投映番組は実施期間中の一般投映と同じ） 

 

◆対象／定員◆ 概ね３０人以上の団体／９０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和５年度観覧者  ３９団体  １，４８７ 人 

                  内訳 ：子ども １，２４８ 人 

大 人   ２３９ 人 

 

◆期間（番組）別観覧者数◆ 

実施期間 団体数 観覧者数 

令和５年４月１日（土） 

～５月２８日（日） 
２団体 

７１人 

子ども  ６１人    大人  １０人 

６月４日（日） 

～８月２７日（日） 
１６団体 

６６０人 

子ども ５４３人  大人 １１７人 

９月３日（日） 

～１１月２６日（日） 
８団体 

３０７人 

子ども ２５５人  大人  ５２人 

１２月３日（日） 

～令和６年３月３日（日） 
１０団体 

３９９人 

  子ども ３５２人  大人  ４７人 

令和６年３月１０日（日） 

～５月２６日（日） 
３団体 

５０人 

子ども  ３７人    大人  １３人 

 

◆団体別観覧者数◆ 

団体種類 団体数 観覧者数 

小学校    市内  ８団体 

       市外  －団体 
８団体 

 ５４１人 

子ども ４９６人 大人  ４５人 

保育園（家庭保育室含む） 

       市内 １７団体 

       市外  １団体 

１８団体 
５５４人 

子ども ４３１人    大人  ５５人 

幼稚園    市内  ２団体 

       市外  ２団体 
４団体 

２９２人 

子ども ２６７人    大人  ２５人 

その他    市内  ６団体 

       市外  ２団体 
８団体 

１００人 

子ども   ５４人  大人 ７５人 

 

◆まとめ◆  

団体からの依頼により日曜日と休館日を除く希望日時を考慮のうえ実施した。投映依頼のあった

団体としては小学校が最も多く、続いて保育園からの依頼が多かった。また、小学校からは施設見

学を含めての申し込みも見られた。今後も団体からの日程や人数の希望を十分考慮のうえ、団体投

映を実施していきたい。 

 

 

  

プラネタリウム団体投映 
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◆目 的◆ 学校の長期休み期間中や県民の日などに実施する。投映を増やすことで、親子で楽しむ 

機会の提供とする。（投映番組は実施期間中の一般投映と同じ） 

 

◆対象／定員◆ どなたでも／各回９０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和５年度 観覧者    ６３６ 人 

           内訳：子ども   ２７８ 人 

大 人   ３５８ 人 

 

◆開催日及び観覧者数◆ 

名 称 実施日 投映回数 観覧者数 

春休み特別投映 ４月６日（木）・８日（土） 
各２回 

全４回 

５４人 

子ども  ３２人 

大 人  ２２人 

ゴールデンウィーク 

特別投映 
５月３日（水）・４日（木） 

各２回 

全４回 

７０人 

子ども  ２８人 

大 人  ４２人 

夏休み特別投映 
８月２日（水）・１６日

（水）・２３日（水） 

各２回 

全８回 

５４人 

子ども  ２７人 

大 人  ２７人 

彩夏祭特別投映 ８月５日(土)・６日（日） ４回 

１９２人 

子ども  ７２人 

大 人 １２０人 

サマーフェスティバル 

特別投映 
８月２６日（土） １回 

６８人 

子ども  ２５人 

大 人  ４３人 

文化祭特別投映 １０月２９日（日） ３回 

６０人 

子ども  ２７人 

大 人  ３３人 

県民の日特別投映 １１月１４日（火） ３回 

４２人 

子ども  ２４人 

大 人  １８人 

クリスマス特別投映 １２月２４日（日） ３回 

５８人 

子ども   ２４人 

大 人   ３４人 

冬休み特別投映 
令和６年 

１月５日（金） 
２回 

１８人 

子ども   ８人 

大 人  １０人 

春休み特別投映 
令和６年 

３月２８日（木） 
２回 

２０人 

子ども  １１人 

大 人   ９人 

 

◆まとめ◆  

特別投映は、番組内容は一般投映と同じだが、学校の長期休み期間中や彩夏祭、サマーフェステ

ィバルなどのイベントに合わせてプラネタリウムに親しんでもらうことを目的として実施した。 

今後もプラネタリウム観覧を通して天文に興味をもっていただけるよう事業を継続し、ホームペ

ージ、Ｘ（旧 Twitter）などを活用し、多くの方に観覧していただけるよう啓発していきたい。  

プラネタリウム特別投映 
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◆目 的◆ 公民館利用団体が日ごろの学習成果を発表し、相互の親睦を深めるとともに、地域の方々

との交流を図る。 

 

◆実施日時◆ ８月２６日（土）午前１０時～午後５時（展示・コンサートなど） 

              （午後５時～午後７時３０分 ダンスパーティー） 

         ２７日（日）午前１０時～午後４時 

 

◆主 催◆ サマーフェスティバル実行委員会 

中央公民館利用団体連絡協議会 

中央公民館・コミュニティセンター 

 

◆対  象◆ 公民館利用団体・市民 

 

◆期間内入場者数◆ 延べ３，９００人（２日間） 

 

◆参加団体◆ ・展示部門           １１団体 

・行事部門（模擬店･体験講座等） １２団体 

・発表部門           １９団体 

・鳴子踊り            １団体 

 

◆まとめ◆ 

 第３８回サマーフェスティバルには、延べ４３団体が参加した。新型コロナウイルス感染拡大防止

のため一部イベントを縮小して３年ぶりに実施した令和４年度と比較し、参加団体は１２団体増え、

来館者数も約１，２００人増加した。令和元年度の参加団体の延べ４５団体とほぼ同数であり、賑わ

いが戻ってきた。 

参加団体にとっては、日頃の学習・活動成果を発表することにより、構成員の数を増やしていくき

っかけとなる重要なイベントであるとともに、公民館にとっては、多くの方々に公民館事業に対する

理解を深めていただくいい機会であると捉えており、今回、４年ぶりに実施したスタンプラリーや１

階ロビーでのコンサートなどにより、子供から大人まで幅広い年齢層の来場者に公民館を身近に感じ

ていただく絶好の機会となった。 

 

 

  

第 ３ ８ 回  サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 
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開会式         オープニング（鳴子演舞）      展 示・模擬店 

 

 

   
体 験           模擬店             体 験      

 

 

   
展 示           体 験           コンサート 

 

   
コンサート          コンサート      コンサート、プラネタリウム 

 

  

ポスター 
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サマーフェスティバル プログラム 
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◆目 的◆ 日ごろの公民館活動における学習成果の発表と、サークル及び利用者相互のコミュニケー

ションを図る。 

 

◆実施期間◆ 通年（適宜、作品を入れ替え） 

 

◆まとめ◆ 中央公民館利用団体連絡協議会加入団体による展示コーナーとして実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝霞市写真連盟による展示 

 

 

 

 

  

中 央 公 民 館 展 示 コ ー ナ ー 



 

 


